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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ETS DNA結合ドメインを含む転写因子をコードする。この遺伝子は、22番染色体上のユーイング肉腫遺伝子とt(11;22)(q24;q12)転座を起こす可能性があり、その結果、ユーイング肉腫のほとんどの症例で融合遺伝子が生じる。また、急性リンパ芽球性白血病関連において、この遺伝子を含むt(4;11)(q21;q23)転座も同定されている。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2012年8月],疾患：FLI1に関連する染色体異常はユーイング肉腫の原因である[MIM:133450]。EWSとのt(11;22)(q24;q12)転座。,機能：配列特異的転写活性化因子。 DNA配列5'-C[CA]GGAAGT-3'を認識します。,その他:11番染色体の断片に位置し、セントロメア側には急性リンパ性白血病関連のt(4;11)(q21;q23)転座切断点、テロメア側にはユーイングおよび神経上皮腫関連のt(11;22)(q24;q12)切断点が隣接しています。,類似性:ETSファミリーに属します。,類似性:1つのETS DNA結合ドメインを含みます。,類似性:1つのPNT（尖った）ドメインを含みます。,サブユニット:ETV6/TEL1とホモダイマーまたはヘテロダイマーを形成できます。,
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	FLI1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FLI1抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Fli-1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	Fli-1 ポリクローナル抗体を使用した 3T3 細胞のウエスタン ブロット分析。

